化学･新素材･ナノテクノロジーステーション－6

新規抗菌剤の開発と水溶性切削油剤への応用
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１．開発目的

　水溶性切削剤は金属加工時の潤滑と冷却を目的として、大量の水で希釈して使用される。これは長期間使用されるため、しばしば微生物が増殖して液の劣化を引き起こす。このため、切削剤には一般的に防腐剤を添加するが、従来の防腐剤は、皮膚刺激性があり、作業者の手荒れなどを引起す問題がある。一方、モノグリセリド（グリセリン脂肪酸エステル）は抗菌力は低いものの、高い安全性を有することが知られている。我々は、切削剤の防腐に関する問題を解決するため、グリセリドの安全性に着目し、安全で高活性の防腐剤を目指してグリセリン誘導体（3-アルキルチオ-プロパン-1,2-ジオール）を合成し、それらの抗菌性を検討した。

２．抗菌技術の概要と特徴

　本研究で考案した抗菌剤の構造を図１に示す。新規抗菌剤はモノグリセリドのエステル結合をチオエーテル結合に置換したものである。従来の防腐剤と比較して、下記の特徴を有している。

１）新規抗菌剤は、チオエーテル結合を有するため、エステル結合を有するモノグリセリドと比較して微生物による生分解を受け難い。

２）新規抗菌剤は、モノグリセリドと比較して抗菌性が向上した。例えば、3-ラウリルチオ-プロパン-1,2-ジオールの枯草菌に対するMIC（増殖抑制阻止濃度）は8 ppmであるのに対し、モノグリセリド(モノラウリン)のMICは50 ppmである。
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３．応用の可能性

　3-3-アルキルチオ-プロパン-1,2-ジオールはモノグリセリド同様に皮膚に対する刺激性が低いことが期待され、モノグリセリドよりも高い抗菌力を有するので、化粧品など他の工業製品用の防腐剤としての応用が考えられる。

※特許出願「抗菌剤」（出願中）
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図１．構造の変更点





3-アルキルチオ-プロパン-1,2-ジオール








連絡先　Tel：086-256-9425　E-mail：sohira@dbc.ous.ac.jp
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